


りゅうがくせい し

留学生センターのホームページを知っていますか？

みな りゅうがくせい み ていきょう

皆さんは留学生センターのホームページを見たことがありますか？ センターが提供
しょうかい じ かんわり の

するコースの紹介や時間割などが載っています。
に ほん ご ばん か ず おな ないよう えい ご ばん

日本語版（下図）のほかに、ほぼ同じ内容の英語版もあります。
りゅうがくせい おし

ほかの留学生にもぜひ教えてあげてください。

に ほん ご ばん

日本語版URL

http : //isc.ge.kanazawa-u.ac.jp

えい ご ばん

英語版URL

http : //isc.ge.kanazawa-u.ac.jp/eg/kuisc.html



りゅう がく き かい い

留学の機会を活かそう
なか やま けん じ りゅうがく せい ちょう

中 山 謙 二（留学生センター長）

くに みんぞく お た しゃかい しゅうきょう せいかつしゅうかん ちが こ せ かい ひとびと たが

国や民族の生い立ち、社会システム、 宗教、生活習慣などの違いを超えて世界の人々が互
あい て しん り かい たいへんむずか いま せ かい

いに相手のことを真に理解することは大変難しいことでしょう。このことは、今なお世界で
せんそう ふんそう た わ いっぽう きんねん つうしんしゅだん こうつうしゅだん ひじょう はっ

戦争、紛争が絶えないことからも分かります。一方で、近年、通信手段や交通手段が非常に発
たつ さんぎょうこうぞう せい じ けいざい そくめん こっきょう こ てんかい すす

達し、また、産業構造や政治、経済などいろいろな側面で国境を越えた展開が進んでおり、
ひとびと ひつぜんてき ほか くに ち いき ひとびと せい じ けいざい しゃかい しゅうきょう きょういく さまざま そくめん

人々は必然的に他の国や地域の人々と政治、経済、社会、 宗教、教育といった様々な側面で
かんけい も もろもろ ちが の こ あい て しん り かい

いろいろな関係を持つことになります。諸々の違いを乗り越えて相手のことを真に理解する
どりょく ひじょう たいせつ

努力が非常に大切になります。
じ ぶん くに しょもつ しんぶん とお え じょうほう かぎ

自分の国で書物や新聞、ラジオ、テレビなどを通して得られる情報には限りがあります。マ
つた ないよう ひょうめんてき ないよう あつか

スメディアはややもすると、伝える内容が表面的であったり、内容がセンセーショナルに扱わ
ものごと ていりゅう ほんしつてき つた いっぽう

れることもあります。物事の底流をなしている本質的なものはあまり伝えられません。一方、
じっさい くに たいざい くに さまざま じょうきょう はだ かん ち しき たいけん せいかつかんかく

実際にある国に滞在し、その国の様々な状況を肌で感じ、知識ではなく体験として、生活感覚
かん はじ くに ひとびと かんが かた およ ていりゅう り かい

として感じることにより、初めてその国の人々の考え方、及びその底流をなすものが理解でき
りゅうがくせい きちょう き かい あた き かい りゅうがくせいほんにん たいへん どりょく

ます。留学生にはその貴重な機会が与えられています。この機会は、留学生本人が大変な努力
え ば あい うん よ あた ば あい た こく まな

をして得た場合もあれば、運良く与えられた場合もあるでしょう。いずれにしても、他国で学
きちょう き かい じ こ けいせい おお い おも

ぶという貴重な機会を自己形成に大いに活かしてほしいと思います。
じ ぶん せんもん べんきょうおよ けんきゅう たいせつ くに たいけん せっきょくてき さん

自分の専門の勉強及び研究も大切ですが、その国でしか体験できないことにも積極的に参
か に ほんじんがくせい ち いき ひとたち ほか くに りゅうがくせい せっきょくてき こうりゅう

加するようにしましょう。日本人学生や地域の人達、他の国からの留学生との積極的な交流が
はじ りゅうがく き かい い はじ りゅうがく がくせい ともだち

あって初めて留学の機会を活かすことができます。初めて留学する学生にとっては、友達もい
せいかつしゅうかん き こう ちが ふ あん かんきょう どう じ じ ぶん ち しき けん

ない、生活習慣や気候も違う、不安な環境でありますが、同時に、そこには自分の知識、見
ぶん せ かいてき ひろ くうかん ひろ き かい おお い

聞を世界的に広げられる空間が広がっています。この機会を大いに活かしてほしい。
りゅうがくせい りゅうがくせい た よう もくてき こた きょういく ていきょう

留学生センターは、留学生の多様な目的に応えられる教育プログラムを提供しています。
りゅうがくせい ちゅうしん おこな かなざわだいがくぜんたい きょうりょく おこな

留学生センターが中心になって行うものや、金沢大学全体で協力して行うものがあります。
りゅうがくせい およ りゅうがくせいか りゅうがくせい あんしん べんがくけんきゅう と く し えん

また、留学生センター及び留学生課は留学生が安心して勉学研究に取り組めるための支援を
おこな もっと たいせつ りゅうがくせいじしん い しき に ほん かなざわ せいかつ

行っています。しかし、最も大切なことは留学生自身の意識です。日本で、金沢で生活し、
かなざわだいがく ち いき まな い ぎ じゅうぶん り かい ゆう い ぎ りゅうがくせいかつ おく くだ

金沢大学や地域で学ぶことの意義を十分に理解して、有意義な留学生活を送って下さい。
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こく さい きょう いく けん きゅう ぶ もん しん にん きょう かん しょう かい

国際教育研究部門と新任教官の紹介

ねん ど がつ かなざわだいがくりゅうがくせい ない こくさいきょういくけんきゅうぶもん せつりつ わたし

２００３年度４月、金沢大学留学生センター内に、国際教育研究部門が設立されました。私は、
ぶ もん し ごと たんとう しんにんきょうかん さい き ま り こ あいさつ

この部門の仕事を担当することとなった、新任教官の斉木麻利子です。ここでは、ご挨拶を
か あたら ぶ もん やくわり はなし

兼ねて、この新しい部門の役割についてお話します。
こくさいきょういくけんきゅうぶもん おお やくわり つぎ ふた

国際教育研究部門の大きな役割は、次の二つです。
ひと め やくわり りゅうがく き ぼう に ほんじんがくせい し えん べんがく けんきゅう たずさ おお

一つ目の役割は、留学を希望する日本人学生を支援することです。勉学や研究に携わる多
かなざわだいがくせい め せ かい む せんもんぶん や さいしん ち しき まな ご がく

くの金沢大学生の目が、世界に向けられています。「専門分野の最新の知識を学びたい」「語学
しゅうとく だいがくいん まな がくせい りゅうがくもくてき さまざま がくせい き ぼう

を習得したい」「大学院で学びたい」など、学生の留学目的は様々です。また、学生が希望す
りゅうがくきかん ちょうき ば あい すうしゅうかん たん き ば あい こくさいきょういくけんきゅう

る留学期間も、長期の場合もあれば、数週間という短期の場合もあります。 国際教育研究
ぶ もん がくせいひと り ひと り みみ かたむ こま

部門では、学生一人一人のニーズやプランに耳を傾け、きめ細かなアドヴァイスができるよう、
どりょく おも

努力したいと思っています。
こくさいきょういくけんきゅうぶもん ふた め やくわり りゅうがくせい えいごがくしゅう し えん だいがく だいがく

国際教育研究部門の二つ目の役割は、留学生の英語学習を支援することです。大学や大学
いん ざいせき ひと えい ご ち しき ひつよう ふ か けつ えい ご いま けんきゅう

院に在籍するほとんどの人にとって、英語の知識は必要不可欠なものです。英語は、今や、研究
がくしゅう せい か あ どう ぐ ひと おも しゅっしんこく しゅっしんちいき きょういく

や学習の成果を上げるための道具の一つだと思います。しかし、出身国や出身地域の教育
せいどじょう えい ご ち しき かん に ほんじんがくせい りゅうがくせい

制度上、やむをえないことなのですが、英語の知識に関していうと、日本人学生と留学生との
あいだ とき おお へだ いち ぶ りゅうがくせい えい ご どう ぐ みが

間に、時として大きな隔たりがあります。また、一部の留学生が、英語という道具に磨きをか
とくべつ えんじょ ひつよう げんじょう こんねん ど こくさいきょういくけんきゅうぶもん

けるのに、特別な援助を必要としているのが現状なのです。今年度、国際教育研究部門は、
がくちょうさいりょうけいひ じゅたく かなざわだいがくりゅうがくせい えいごきょういくかいぜん た あ

学長裁量経費を受託し、「金沢大学留学生のための英語教育改善プロジェクト」を立ち上げ、
りゅうがくせい えいごがくしゅうかんきょう せい び ちゃくしゅ

留学生の英語学習環境の整備に着手しています。
わたしじしん なが りゅうがくけいけん わたし じ ぶん けいけん

私自身、アメリカでの長い留学経験があります。私はこれからも、自分の経験のすべてを
い かなざわだいがくりゅうがくせい いちきょうかん に ほんじんがくせい りゅうがくせいりょうしゃ がくしゅうし

活かしながら、金沢大学留学生センターの一教官として、日本人学生と留学生両者の学習支
えん せいいっぱい ちから そそ おも

援に、精一杯の力を注いでいこうと思っています。
こくさいきょういくけんきゅうぶもん さい き ま り こ

国際教育研究部門：斉木麻利子

いしかわけん こ まつ し たびまつ

石川県小松市「お旅祭り」にて
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だい き にっ かん きょう どう り こう けい がく ぶ りゅう がく せい

第４期・日韓共同理工系学部留学生コース
つうしょう にっ かん

（通称：日韓プログラム）

だい き いま せんばつほうほう か さき に ほん はい ち さきだいがく けってい かん

第４期からは今までと選抜方法がまったく変わり、先に日本の配置先大学を決定してから韓
こくがわ よびきょういく はじ さくねん がつ だんかい くん り がく ぶ すう

国側の予備教育が始まるようになりました。昨年１２月の段階で、ユ・インヒュン君（理学部数
がく か しんがく よ てい くん こうがく ぶ にんげん き かいこうがっ か しんがく よ てい くん こう

学科進学予定）、ウー・スンヒュン君（工学部人間・機械工学科進学予定）、キム・ソル君（工
がく ぶ でん き でん し こうがく か しんがく よ てい いじょう めい ほんがくはい ち き

学部電気電子システム工学科進学予定）、以上３名の本学配置がすでに決まっていました。ま
はい ち けってい じ てん に ほんごりょく と だい き いちだい

た、配置が決定した時点では日本語力がまったく問われていなかったのも第４期からの一大
とくちょう

特徴です。
じょうきょうか に ほんごりょく はい ち き き

このような状況下でどのくらいの日本語力と（すでに配置が決まっているため）やる気をも
らいにち しょうじき う い がわ わたし き も

って来日してくるのだろうか、というのが正直なところ受け入れ側である私の気持ちでしたが、
き せい めい わたし ふ あん いっ き ふ と い

４期生３名はこんな私の不安を一気に吹き飛ばしてくれたと言えます。
き せい らいにち がつ にち ふくおかけい ゆ こ まつくうこう とうちゃく よくじつ にち に ほん ご

４期生の来日は１０月６日、福岡経由で小松空港に到着しました。翌日７日はさっそく日本語
にち ごうどうかいこうしき なに お つ ほん

のプレースメントテスト、９日は合同開講式と何かと落ち着かないスケジュールでしたが、本
はじ い らいはじ ごうどうかいこうしき ま あ

プログラム始まって以来初めて合同開講式に間に合いました。
がくりょくしんだん けっ か ぜんたいてき はんてい しょうがくきん しきゅう はじ

学力診断の結果、全体的にまずまずと判定されましたし、奨学金の支給を始めとするスケ
じゅんちょう なに すす ねんかん し こうさく ご く

ジュールも順調です。何もかもがすんなりと進むのも、このプログラムが３年間試行錯誤を繰
かえ つ あ せい か あらわ い

り返しながら積み上げてきた成果の表れと言えるでしょう。
き せんぱい おり ふ き せい いちだい

それに３期までの先輩が折に触れて４期生をサポートしてくれるのもこのプログラムの一大
とくちょう せいかつじょうほう べんがくじょうほう あた いっしょ か もの い

特徴です。生活情報や勉学情報を与えるだけでなく、一緒に買い物について行ってくれるな
こうどう とも

ど行動を共にしてくれます。
だい き き おお へんこうてん こん き

さて、第４期もプログラムでは３期までとさほど大きい変更点はありませんが、今期からの
かいぜんてん ぶつ り り がく ぶ ぶつ り がく か げんしょく せんせい くわ に ほんじん

改善点は、１）物理に理学部物理学科の現職の先生に加わっていただいたこと、２）日本人チ
しんがくさき すいせん に ほんじじょうけんがく あたら けんがくさき

ューターをそれぞれの進学先から推薦してもらったことと、３）日本事情見学に新しい見学先
かなざわおお の こう き ねんかん い

（金沢大野港からくり記念館）を入れたことです。
こん き いま どうよう かれ はんとし よびきょういく へ こんしゅんほんがく ねんせい

今期も今まで同様、彼らがこの半年の予備教育を経て今春本学１年生としてスタートでき
がくぎょうめん せいしんめん りょうめん こま こころ

るよう学業面と精神面の両面からきめ細やかなサポートを心がけていくつもりです。
あいだ すす だい き せんこう み す ほんがく にっかん がくせい ひ

こうしている間に進んでいる第５期の選考を見据えて、本学に日韓プログラムの学生が引き
つづ き こん ご かいりょう かい

続き来てくれるよう、今後もプログラムの改良と改
ぜん つと かんが

善に努めたいと考えています。
にっかん たんとう おお た あきら

日韓プログラム担当：太田 亨

ごうどうかいこうしき ひだり なかやま ちょう

合同開講式にて、左より中山センター長、ウー・スンヒュ
くん くん くん おお た

ン君、キム・ソル君、ユ・インヒュン君、太田
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に ほん ご けん しゅう

日本語研修コース
せん もん はし わた こう とう けんきゅうはっぴょう

専門への橋渡しとしての口頭研究発表プロジェクト

にほんごけんしゅう だいがくいん すす けんきゅうりゅうがくせい げつ しゅうちゅうにほんごきょういく しょきゅう

日本語研修コースは、大学院へ進む研究留学生のために 6ヶ月の集中日本語教育を初級から
おこな りゅうがくせい はんとし ご せんもん けんきゅう はい きかんちゅう きょういく いっぱん に

行っています。留学生たちは半年後に専門の研究に入ります。期間中の教育として、一般日
ほん ご せんもん はしわた ひつよう あき げつ きかんちゅう なに

本語のほかに「専門への橋渡し」が必要であることは明らかです。6ヶ月という期間中に、何
おこな よ ねん かなざわだいがくりゅうがくせい せつりつ い らい

をどのように行えば良いでしょうか。ここでは、1995 年の金沢大学留学生センター設立以来、
かいりょう おこな こうとうけんきゅうはっぴょう しょうかい

改良しながら行ってきた口頭研究発表プロジェクトを紹介します。
しゅるい ちょうさ

【プロジェクトの種類】：アンケート調査に
もと けんきゅうはっぴょう もくてき き たい

基づく研究発表 【プロジェクトの目的と期待
こう か せんもんりょういき

される効果】：プロジェクトが専門領域での
はっぴょう やく だ もくてき すなわ

発表のために役立つことを目的とします。 即
いっぱんてき けんきゅう ほうほう こうとうはっぴょう げん ご

ち、一般的な研究の方法、口頭発表の言語ス
しゅうとく こうとうはっぴょう な

タイルを習得し、口頭発表に慣れること、ま
り よう な

た、コンピュータの利用そのものに慣れ、コン
り べんせい かつよう め ざ

ピュータの利便性を活用できるようになることを目指します。
りゅうがくせい はっぴょう れい に ほんじん こうこく じ どうはんばい き わか ひと きつえん ちゃぱつ

【留学生の発表テーマ例】：「日本人と広告」「自動販売機と若い人の喫煙について」「茶髪」
きんだいせい じんせい せいこう なに ぶんべつ かん かなざわ し みん い しき

「金大生にとって人生の成功とは何か」「ゴミの分別に関する金沢市民の意識」
さぎょうこうもく

【作業項目】
み に ほんじんろんとう よ もの えい ご よ じ ぶん はっけん

１．テーマを見つける：日本人論等の読み物（英語）を読み、自分で発見したことについて
みな とうろん えい ご か しぼ

クラスで皆と討論（英語も可）してテーマを絞る。
つく なに あき かんが こうもく えら あと しょ り

２．アンケートを作る：何を明らかにしたいかを考えて項目を選び、後のデータ処理のこと
こうりょ さいてき しつもん こたえ せんたく し かんが

も考慮して最適な質問と答（選択肢）を考える。
しつもん し ちょうさ に ほん ご おこな

３．質問紙によるアンケート調査（日本語）を行う。
にゅうりょく し よう

４．データ入力 ：エクセルを使用する。
ぶんせき ど すうぶん ぷ けんてい けんてい そうかんけいすう かい き ぶんせき に ほん ご つか

５．データ分析：度数分布、��検定、t 検定、相関係数・回帰分析を日本語ソフトを使って
おこな

行う。
こうさつ けつろん はっぴょう はっぴょう ようかじょう が ほうほう

６．考察と結論 ７．発表のアウトライン ８．発表スライド用箇条書きの方法
はっぴょう づく し よう ずひょう しゃしんなど こう か てき つか

９．発表スライド作り：Power Point を使用し、図表、写真等を効果的に使う。
こうとうはっぴょうげんこう か こうとうはっぴょう

１０．口頭発表原稿を書く。 １１．口頭発表リハーサル
こうとうはっぴょう に ほん ご こうとうはっぴょうかい せんもん か てい しどうきょうかん に ほんじんがくせい ち

１２．口頭発表（日本語） なお、口頭発表会には、専門課程の指導教官、日本人学生、地
いき かたがた しょうたい

域の方々も招待します。

―４―



いじょう かんたん しょうかい たん に ほん ご はっぴょう じ ぶん

以上、簡単に紹介しましたが、このプロジェクトは、単なる「日本語による発表」（自分の
い けん の はっぴょう じ ぶん せんもん しょうかい はっぴょう くら はる こう ど じ ぶん

意見を述べる発表や、自分の専門を紹介する発表）に較べると遥かに高度です。自分でデータ
あつ とうけいてきしゅほう もち ぶんせき さいしゅう はっぴょう はな

を集め、統計的手法を用いて分析し、最終プロダクトとしての発表ではデータと話すことと
せいごうせい と

の整合性が問われるのです。
あ おこな い ぎ せんもん か てい しんがく しゅうりょうせい なか

敢えてこのプロジェクトを行う意義は、専門課程に進学した修了生からのコメントの中にも
み ちゅう むずか おも せんもん か てい

見つけられます：「コース中は、なぜこんな難しいことをするのだろうと思ったが、専門課程
しんがく ご ほんとう やく だ せんもん か てい けんてい けんてい つか に ほん ご はっぴょう れんしゅう

に進学後、本当に役立った」「専門課程でｔ検定や��検定を使う」「日本語で発表する練習が

できた」

に ほん ごけんしゅう たんとう み うら か なえ

日本語研修コース担当：三浦香苗

ちょうされんしゅうふうけい

（インタビュー調査練習風景：
けんろくえん かんこうきゃく はな しつもん

兼六園で観光客に話しかけて質問します）

はっぴょう お

（発表が終わってホッとしました）

ぶんせき たの

（データ分析も楽しく）

―５―



に ほん ご に ほん ぶん か けん しゅう しゅうりょう けん きゅう

日本語・日本文化研修コース 修了研究
い こく せ の ちょうせん ねんかん

異国での背伸びと挑戦の１年間

に ほん ご に ほんぶんかけんしゅうせい い か にっけんせい しる ねんかん りゅうがくきかんちゅう に ほん かか

日本語・日本文化研修生（以下「日研生」と記す）は、１年間の留学期間中に日本に関わる
けんきゅう りゅうがくきかん お ひと り ふんかん こうとうけんきゅうはっぴょう おこな さら おこな

テーマについて研究し、留学期間の終わりに一人１５分間の口頭研究発表を行います。更に行っ
けんきゅう ぶんしょうか ていしゅつ けんきゅう こうとうはっぴょう さくせい

た研究を文章化し、レポートとしてまとめて提出します。研究も口頭発表もレポート作成も
む ろん に ほん ご おこな らいにち い ぜん にほんごがくしゅうきかん やく ねん がくせい おお

無論日本語で行わなければなりません。来日以前の日本語学習期間が約２、３年の学生が多い
い さが ねんかん けんきゅう し あ

とは言え、テーマ探しからスタートして１年間でオリジナリティーのある研究に仕上げること
し なん わざ

は至難の業です。

けんきゅうし どう ぜんたい こ べつ りょう おこな けんきゅうけいかく もと だんかいてき けんきゅう

研究指導は全体と個別の両レベルで行っており、コースの研究計画に基づいて段階的に研究
すす ひっしゅうかもく ちょうさじっしゅう がっ き め に ほんじんがくせい

が進められるようになっています。必修科目である「調査実習」の１学期目で、日本人学生と
ごうどう もぎけんきゅう おこな もぎけんきゅう な い し わ おこな

の合同のグループで模擬研究を行います。この模擬研究は、３乃至４のグループに分かれて行
たが けんきゅう ひょうか あ じ ぶん けんきゅう きゃっかんてき ひょうか し せい

いますが、お互いに研究を評価し合うことにより、自分の研究をより客観的に評価する姿勢を
やしな きょうみぶか がくせいどう し ひょうか きょうし ひょうか きび けいこう み

養います。興味深いことに学生同士の評価が教師の評価よりも厳しいという傾向が見られます。
ちょうさじっしゅう もぎけんきゅう に ほんじんがくせい きょうどうさぎょう とお そう ご り かい ふか もくてき か

「調査実習」での模擬研究は、日本人学生との共同作業を通して相互理解を深める目的も兼ね
けんきゅうほうほうろん み つ だい もくてき ちょうさじっしゅう がっ き め

ていますが、研究方法論を身に付けてもらうことが第一の目的です。「調査実習」の２学期目に
しゅうかん いち ど ひん ど けんきゅう かくだんかい おう こ じん けんきゅう ほうこく おこな

は２週間に一度の頻度で、研究の各段階に応じて、個人の研究テーマについて報告を行います。

む ろん ぜんがくせい あし な そろ こ じんけんきゅう すす けっ もん

無論、全学生が足並みを揃えてスムーズに個人研究を進めるわけでは決してありません。「問
だい い しき なに り かい すう げつ ば あい めずら

題意識」とは何かを理解させるために数ヶ月もかかってしまう場合も珍しくありません。その
ば あい あわ なん ど けんきゅうしつ き さまざま れい だ もんだい い しき

ような場合は慌てることなく、何度でも研究室に来てもらい、様々な例を出して「問題意識」
せつめい にっけんせい がく ぶ ねんせい しゅうりょうけんきゅう はじ けんきゅう

の説明をするほかありません。日研生は学部３、４年生であり、この修了研究が初めての研究
がくせい ほとん じ ぶん ぼ ご き ちゅうしょうてき けんきゅう せんもんよう ご

であるという学生が殆どです。自分の母語ですら聞いたことのない抽象的な研究の専門用語を
り かい くる とうぜん

理解するのに苦しむことは当然のことです。

こうかいこうとうけんきゅうはっぴょうかい まえ しゅうかん たいていはっぴょうれんしゅう あ りゅうがくせい ほんばん

公開口頭研究発表会の前の一週間を大抵発表練習に当てています。留学生はそもそも本番
つよ うえ じょうず い おおぜい ひと まえ

に強い上、プレゼンテーションスキルも上手であると言えます。しかしながら、大勢の人の前
に ほん ご はっぴょう たいへん きんちょうかん ともな ま ちが

で、しかも日本語で発表することは大変な緊張感を伴うことであることは間違いありません。
れんしゅう いっしゅうかん ひと り ひと り じ しん も さいだいげん き くば きかんちゅう

練習の一週間は、一人一人に自信を持たせるために最大限に気を配りますが、この期間中の
にっけんせい せいちょう め み は きんちょうかん なか う たっせいかん じ しん

日研生の成長には目を見張るものがあります。緊張感の中から生まれる達成感や自信のみな
いったいかん たす あ せいしん おも にほんりゅうがく さいだい せい か い か ごん

らず、一体感、助け合いの精神、思いやりこそが日本留学の最大の成果と言っても過言ではな

いでしょう。

―６―



き こくまえ ていしゅつ しゅうりょうけんきゅう しつもん たい

帰国前に提出するアンケートで、「修了研究をやってよかったか」という質問に対してほぼ
ぜんいん かいとう しゅうりょうけんきゅう ねんかん たん き かんない がくせい も

全員が「やってよかった」と回答します。 修了研究は１年間という短期間内に学生の持って
む げん せんざいのうりょく さいだいげん の おこな し どう がわ じょうき かいとう

いる無限な潜在能力を最大限に伸ばすために行うので、指導する側からすれば、上記の回答
たいへんうれ

は大変嬉しいものです。

けんきゅうほうほうろん たん どう ぐ す どう ぐ こん ご みが なに つか がくせい し だい

研究方法論は単なる道具に過ぎず、その道具を今後どのように磨き、何に使うかは学生次第
い きゃっかんてき ぶんせきりょく み じ ぶん

であることは言うまでもありません。しかし、客観的な分析力を身につけることは、自分の
がいかいいっぱん きゃっかんてき とら ちから み おも

テーマについてのみならず、外界一般を客観的に捉える力を身につけることでもあると思われ
あたら じ ぶん み かいとう がくせい

ます。「新しい自分を見つけることができた」とアンケートで回答した学生もいましたが、そ
がいかい た かくてき み い み

のことは外界を多角的に見られるようになったことを意味するのでしょう。

に ほん て い あたら どう ぐ き こく ご ゆうこう つか ねが けんきゅう

日本で手に入れた新しい道具を帰国後も有効に使ってほしいと願っています。そして、研究
ほうほうろん さいだいげん せ の じ ぶん のうりょく さいだいげん え

方法論もさることながら、最大限に背伸びし、自分の能力に最大限にチャレンジしたことで得
じ しん たいへん いっしょ な と み ひと たい おも やさ

た自信や大変なことを一緒に成し遂げることによって身につけた人に対する思いやりや優しさ
にっけんせい こん ご じんせい かて ねが や

も日研生の今後の人生の糧となってほしいと願って止みません。

に ほん ご に ほんぶん か けんしゅう たんとう

日本語・日本文化研修コース担当：

ルチラ パリハワダナ

―７―



かな ざわ だい がく たん き りゅう がく

金沢大学短期留学プログラム（KUSEP）

Bauer, Anemone
だいがく

ドイツ、レーゲンスブルク大学

いちねん かん りゅうがく ふ かえ

一年間の留学を振り返って

きょねん がつ かなざわだいがく りゅうがく き かい かなざわだいがくたんきりゅうがく

去年の１０月から金沢大学に留学する機会があり、金沢大学短期留学プログラム（KUSEP）に
いちねんかんさん か

一年間参加しました。
だいがく せんこう に ほん ご に ほん ご じょうたつ に ほん りゅうがく

ドイツの大学で専攻が日本語ではなかったので、日本語が上達できるように日本に留学した
まいにち に ほん ご だいがく いっしゅうかん じ かん がくしゅう

かったです。毎日日本語クラスがあったので、レーゲンスブルク大学の一週間２時間の学習
ほんとう こう か てき に ほん ご たいへん ご ご よる ひま じ かん

より本当に効果的でした。日本語クラスは大変だったけれども、午後とか夜に暇な時間があっ
かつどう ともだち つく

たので、いろいろな活動ができました。友達も作ることができました。
ひま とき たの に ほん ご れんしゅう なか に ほん ご じゅぎょう

それで暇な時も楽しく日本語の練習ができました。KUSEP の中では日本語の授業だけでは
ご ご ほか じゅぎょう えら りゅうがくせい せんこう せんたく

なく、午後に他の授業を選べます。KUSEP の留学生の専攻はいろいろなので、この選択する
じゅぎょう わ べんきょう

授業もそれぞれに分かれ勉強をしました。
わたし に ほん たいへんきょうみぶか し いちばんきょうみ じゅぎょう

私にとって、日本は大変興味深くていろいろ知りたかったのですが、一番興味があった授業
に ほん じゅぎょう れい に ほんぶん か たいけん ぶ どう だい す に ほん

は日本についての授業でした。例として、日本文化体験とか武道クラスが大好きでした。日本
ぶ どう じょうどう れんしゅう かなざわ く まえ きんだい よ

武道クラスというのは、杖道の練習でした。金沢へ来る前、ドイツで金大のシラバスを読ん
とき じょうどう なに えい ご ほんやく み わか

だ時、エ～ッ？ 杖道って何？ 英語の翻訳（the Way of the Stick）を見ているのに分りませ
い つえ ぼう ちが ねんかんから て どう こ ぶ

んでした。Stick と言えば、杖、棒、どう違うかな。７年間空手道をやって、いろいろな古武
どう ぶ き し つえ き おもしろ おも さいしょ じゅぎょう

道武器を知っていたけれど、杖は聞いたことがなかったです。面白そうだと思って、最初の授業
み い さいしょ じ ぶん れんしゅう せんせい

を見に行きました。最初のクラスではまだ自分で練習できませんでした。ビットマン先生に
じょうどう しょうかい えん ぶ み わたし なか きょうみ まいしゅうれんしゅう

杖道を紹介していただいて、演武を見て、私の中に興味がわいてきました。それから毎週練習
はるがっ き ぶ どう えら れんしゅう おもしろ

して、もちろん春学期にも武道�を選びました。練習すればするほど面白くなってきました。
むちゅう いっしゅうかんいっかい おも りゅうがくせい よる れんしゅう

夢中になってしまったので、一週間一回ではたりないと思って、ほかの留学生と夜にも練習
なつやす ふ た り がくせい しずおか じょうどう しょだんしん さ う せんせい

しました。そして、夏休みに２人の学生が静岡で杖道の初段審査を受けられたのは先生のおか

げです。
に ほん ふくざつ て つづ こま とき りゅうがくせい ひと たす

日本での複雑な手続きや困ったことがあった時は留学生センターの人が助けてくれました。
かれ に ほん せいかつ たの

彼らのおかげで日本での生活を楽しむことができました。
さい ご りゅうがくせい みな しどうきょうかん せんせいがた いちねんかんたいへん せ わ

最後に、留学生センターの皆さん、指導教官、先生方にこの一年間大変お世話になりまし
こころ

た。心からありがとうございます。

―８―



めぐ じ かん

恵まれた時間

かな ざわ だい がく ねん がつ ねん がつ いち ねん かん

金沢大学での２００２年１０月から２００３年９月までの一年間の
りゅうがく す ば たいけん わたし かなざわだいがく りゅうがくせいむ

留学は素晴らしい体験でした。私は金沢大学の留学生向けの

Kanazawa University Student Exchange Program（KUSEP）とい
がくせい にほんこくさいきょういくきょうかい しょうがくきん え

うプログラムの学生でした。日本国際教育協会の奨学金を得
さん か き かい

て、このプログラムに参加する機会をいただいたのは、ありが
おも

たいことだと思います。
さん か いろいろ くに にん

このプログラムに参加したのは、色々な国からきた２８人の
りゅうがくせい ひと り ひと り せんもん べつべつ に ほん り かい きょうつう もく

留学生たちでした。一人一人の専門は別々でしたが、「日本」をよく理解するという共通な目
てき さん か りゅうがくせい みな せかいじゅう くに き

的がありました。このプログラムに参加した留学生たちは皆、世界中のいろいろな国から来て
ほんとう こくさいこうりゅう なに たいせつ おも

いたので、本当の「国際交流」もできたのは、何よりも大切なことだと思います。
いちねんかん だいがく べんきょう か もく かずおお こ じん きょうみ せんたく

この一年間に、大学で勉強できる科目は数多かったので、個人の興味によって選択すること
たと に ほん ご に ほんぶん か たいけん に ほんじじょう に ほんけいざい ほうりつ かんきょうかがく すうがく

ができました。例えば、日本語、日本文化体験、日本事情、日本経済、法律、環境科学、数学、
に ほんしん り がく こうがく に ほん でんとうてき ぶ どう わざ じっさい か もく

日本心理学、工学だけでなく、日本の伝統的な「武道」のような技も実際にプログラムの科目
なら じ しゅけんきゅう

として習うことができます。自主研究もできたのはとってもよかったです。
りゅうがくせい じゅぎょう おもしろ せんせい やさ に ほん

留学生センターのいろいろな授業は面白かったし、先生たちもとても優しかったです。日本
ご ほんとう とく せんせい おし かた き い に ほん ご

語のクラスは本当によかったです。特に、先生たちの教え方はとても気に入りました。日本語
かつどう に ほん ご えん みなともだち いっしょ いしかわけん

クラスのグループ活動として、日本語のドラマを演じたのも、皆友達たちと一緒に石川県のス
さん か きょうみぶか に ほん ご じゅぎょう ぎ のうべつ

ピーチコンテストに参加したのもすごく興味深かったです。日本語の授業の、技能別としての
じょうきゅうどっかい こうとうはっぴょう さくぶん こう ぎ き ぎじゅつ じゅぎょう にほんごのうりょく たか

上級読解、口頭発表、作文、講義を聴く技術などのような授業は日本語能力を高めるために
やく た りゅうがくせい しんせつ りゅうがくせい めんどう み

役に立ちました。留学生センターのスタッフのみなさんは親切で、留学生の面倒をよく見て

くれました。
に ほんぶん か たいけん じゅぎょう おもしろ べんきょう いちねんかん に ほん でんとうぶん

「日本文化体験」の授業もとても面白くていろいろ勉強になりました。一年間日本の伝統文
か たいけん り かい ふか かみ お かたち お がみ

化もいろいろ体験して、理解が深まりました。紙をただ折って、きれいな形にする「折り紙」
げいじゅつ ほんとう きゃく たい そんけい あらわ ちゃどう す ば たいけん

という芸術は本当によかったです。お客さんに対して尊敬を表す「茶道」も素晴らしい体験で
い ばな しょどう に ほんぶん か おもしろ めん ふ

した。生け花や書道は日本文化の面白い面に触れさせてくれ
おも ゆ か た き たい こ たた ひゃくまんごく

たと思います。そして、浴衣を着て太鼓を叩いたり、百万石
まつ たの いっしょ はな み い そ ば つく

祭りを楽しんだり、一緒に花見に行ったり、蕎麦を作ったり
ほんとう わす たいけん かなざわ りゅうがく

したのは本当に忘れられない体験です。金沢での留学はとて
たの いちねんかん わたし じんせい きんぱく おも

も楽しかったです。この一年間は私の人生の金箔だと思いま

す。
す ば き かい あた かなざわだいがく に ほんこくさい

この素晴らしい機会を与えてくれた金沢大学と日本国際
きょういくきょうかい こころ かんしゃ き かい ぜ

教育協会に心から感謝しています。また機会があったら是
ひ かなざわだいがく しんがく おも

非金沢大学へ進学したいと思います。

Marathe, Smita
だいがく

インド、プネー大学

―９―



そう だん し どう ぶ もん

相談指導部門
まも じ てんしゃ の こうつう じ こ お こうつう じ こ あ

ルールを守って、自転車に乗りましょう！～交通事故を起こさないように、交通事故に遭わないように～

りゅうがくせい ふ た り ひ と り じ てんしゃ の つうがく かなざわだいがく ねんりゅうがくせいせい

留学生のおよそ２人に１人が、自転車に乗って通学しています（金沢大学２００２年留学生生
かつじったいちょうさ じ てんしゃ かんたん の い に もつ はこ べん り の

活実態調査）。自転車には簡単に乗れますし、どこへ行くにも、また荷物を運ぶにも便利な乗
もの べん り じ こ つな こと おお き つ つぎ てん ちゅうい

り物です。でも、その便利さが事故に繋がる事が多いので気を付けましょう。次の４点には注意

してください。
じ てんしゃ の まえ てんけん

①自転車に乗る前の点検
き かなら たし とく かく ま かなざわ し ない む

ブレーキが効くかどうか、必ず確かめましょう。特に、角間キャンパスから金沢市内に向
とき きゅう さかみち くだ はし さかみち とちゅう き こと

かう時には、急な坂道を下って走ることになります。坂道の途中で、ブレーキが効かない事
わ いたいた けつまつ か ゆう き

が分かったら―――――!!!（痛々しい結末を書く勇気がありません）
きゅう しん ろ へんこう じ ぶんかっ て うんてん ちゅうい

②急な進路変更や自分勝手な運転に注意
じ てんしゃ じ ゆう の まわ たの かぜ かん ここ ち よ こうつう む し い

自転車を自由に乗り回す楽しさ、風を感じる心地良さで、ついつい交通ルールを無視！と言
こと きゅう しん ろ へんこう こうつう じ こ ひ がいしゃ

う事はありませんか？ 急な進路変更をしたために、交通事故の被害者となったケースもある
ほ どう はし ほ こうしゃ お で あ がしら じ どうしゃ せっしょくじ こ

のです。また、歩道を走っていて、歩行者にけがを負わせたり、出合い頭に自動車と接触事故
お しゅう い じ てんしゃ まも あんぜん

を起こしたりと、周囲をハラハラ・ドキドキさせる自転車もあります。ルールを守って、安全
の

に乗りましょう!!!
や かん

③夜間にはライトを
よる じ どうしゃ うんてん くらやみ じ てんしゃ とつぜんあら けいけん なん ど

夜に自動車を運転していると、暗闇から自転車が突然現われて、びっくりした経験が何度か
あや こと じ てんしゃ

あります。危うくぶつかりそうになった事もありますが、もし自転車のライトがついていたら、
かくじつ き けん よる かなら

確実に危険はさけられたでしょう。夜には必ずライトをつけましょう。
ゆき ふ

④雪が降ったら
ゆきみち くず よ き おうてん

雪道では、バランスを崩しやすく、ブレーキも良く効きません。また、スリップし、横転す
おお ゆきみち じ ぶん あし ある ほう あんぜん こと たし

ることも多いのです。雪道では、自分の足で歩く方が、安全な事は確かです。

りゅうがくせい そうだんまどぐち あたら たんとう せんせい

＜ 留学生の相談窓口―――新しく担当される先生もいます ＞

ふじさき ひろ し し ぜん か がくけんきゅうか

藤崎 礼志 （自然科学研究科） ２３４－４９２７
お だ たつ き し ぜん か がくけんきゅうか

小田 竜樹 （自然科学研究科） ２６４－５６７６
きし だ ゆ み こうがく ぶ

岸田 由美 （工学部） ２３４－４９３６
みやざき えつ こ けいざいがく ぶ

宮崎 悦子 （経済学部） ２６４－５４４２
なかさき たか し りゅうがくせい ひ じょうきん

中崎 崇志 （留学生センター・非常勤）２３４－４５６７
や え ざわ み ち こ りゅうがくせい

八重澤美知子（留学生センター） ２６４－５７７０
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そう ごう に ほん ご

総合日本語コース

そうごう に ほん ご かなざわだいがく まな がいこくじんがくせい う に ほん ご

総合日本語コースは金沢大学で学ぶ外国人学生ならだれでも受けられる日本語クラスです。
へいせい ねん ど ぜん き かく ま めい こ だつ の めい がくせい じゅこう

平成１５年度前期は、角間キャンパスで９６名、小立野キャンパスで４６名の学生が受講しました。
わたし たの こう か てき じゅぎょう さまざま こころ おこな こん

私たちはこのコースがより楽しくより効果的な授業になるよう様々な試みを行っています。今
き こころ ふた しょうかい

期の試みを二つご紹介しましょう。
に ほんじんがくせい さん か かいせつ

１）日本人学生の参加とメーリングリストの開設
そうごう に ほん ご じゅぎょう ずい じ ふくすう に ほんじんがくせい さん か

総合日本語コースの授業には随時複数の日本人学生に参加してもらっています。これは、
りゅうがくせい にほんごりょくこうじょう て だす りゅうがくせい に ほんじんがくせいそうほう で あ こうりゅう き

留学生の日本語力向上の手助けだけではなく、留学生・日本人学生双方に出会いと交流の機
かい ていきょう もくてき ぐ たいてき かいわれんしゅう あい て やく

会を提供することを目的としています。具体的には、「会話練習の相手役をする」「インタビュ
こた とうろん さん か はっぴょう き み の

ーに答える」「討論に参加する」「スピーチやドラマ発表などを聞いて（見て）コメントを述べ

る」などです。
かつどう じゅうらい おこな にんずう じゅうぶんあつ さん か がくせい かぎ

こうした活動は従来も行っていたのですが、「人数が十分集まらない」「参加する学生が限ら
もんだい へいせい ねん ど ぜん き そうごう じゅぎょう さん か か のう に ほん

れている」などの問題があったため、平成１５年度前期に「総合コースの授業に参加可能な日本
じんがくせい つく に ほんじんがくせい じゅぎょうさんか よ か

人学生のメーリングリスト」を作り、日本人学生への授業参加の呼びかけをシステム化するこ
ひつよう しょう ば あい たんとうきょうし じょう

とにしました。必要が生じた場合、担当教師はメーリングリスト上で「いつ、どこで、どのよ
かつどう おこな し さん か つの こうはん い か じゅうぶん にん

うな活動を行うか」を知らせ、参加を募るというものです。これにより、広範囲且つ十分な人
ずう に ほんじんがくせい さん か よう い

数の日本人学生に参加してもらうことが容易になりました。
じっさい に ほん ご じゅぎょう さん か に ほんじんがくせい かんそう しょうかい

実際に日本語の授業に参加した日本人学生の感想をご紹介します。

りゅうがくせい に ほん ご さん か ほうがく ぶ ねん わ た べ み き

「留学生の日本語クラスに参加してみて」 法学部２年 渡部 美紀
わたし ぜん き りゅうがくせい じゅぎょう かいさん か じゅぎょう たの いんしょうてき

私は前期に、留学生の授業に３回参加しましたが、どの授業もとても楽しく印象的なもの
とく りゅうがくせい じ ぶん くに れき し きょういく はっぴょう じゅぎょう くに

でした。特に、留学生がそれぞれ自分の国の歴史教育について発表するという授業では、国
れき し きょういく ちが し また れき し まな たいせつ

によって歴史教育にも違いがあることを知り、又、歴史を学ぶことがどれだけ大切なことか
つうかん に ほんじん せいかつ とく もんだい げんだい おお

を痛感しました。日本人だけで生活していくぶんには特に問題はないのですが、現代は多くの
がいこくじん に ほん く おお に ほんじん かいがい く じ だい に ほん

外国人が日本で暮らし、そして多くの日本人が海外で暮らしている時代であり、日本について
き こと こた りゅうがくせい

聞かれる事があったときに、「わかりません」とは答えたくありません。留学生のみなさんが
ねっしん じ ぶん くに はっぴょう すがた み じ ぶん に ほん し おも

熱心に自分の国について発表する姿を見て、自分も日本についてもっと知ろうと思いました。
じゅぎょう さん か いま あ まえ おも じつ に ほんどくとく しゅうかん

授業に参加してみて、今まで当たり前だと思っていたことが、実は日本独特の習慣であるこ
し りゅうがくせい はなし き に ほん ば あい かんが あた

とを知ったり、留学生の話を聞いて、「日本の場合はどうだろう？」と考えるきっかけを与え

てもらいました。
じゅぎょう さん か かん りゅうがくせい せっきょくてき じ ぶん

どの授業に参加しても感じたことですが、留学生のみなさんはとても積極的であり、自分
じゅぎょう つく あ がん ば りゅうがくせい に ほん ご さん か

たちで授業を作り上げていこうと頑張っていました。もし、留学生の日本語クラスに参加し
すこ おも かた ぜ ひ いち ど さん か すす

てみたいと少しでも思っている方がいましたら、是非一度参加してみることをお勧めします。

―１１―



りゅうがくせい おし じ ぶん じ しん と

きっと留学生のみなさんから教えられること、自分自身に問いかけることがあるでしょうし、
なに たの さん か おも

何よりも楽しく参加できると思います。

かんそう の じ こく れき し きょういく りゅうがくせい はっぴょう わたし う

なお、この感想に述べられている「自国の歴史教育」についての留学生の発表は、「私の受
れき し きょういく かく ま そうごうきょういくとう おこな

けてきた歴史教育」というテーマで、「角間ランチョンセミナー」（総合教育棟で行われてい
かなざわだいがくだいがくきょういくかいはつ し えん しゅさい こう ざ おこな ちゅうごく

る金沢大学大学教育開発・支援センター主催のミニ講座）でも行われました。中国、ポーラ
がくせい はっぴょう

ンド、スロバキア、タイ、モンゴルの学生が発表しています。

じょうきゅう

２） 上級クラスでのドラマ
じょうきゅう どっかい ちょうかい じゅしんてき かつどう とも さくぶん はっしんてき

上級のクラスでは、読解や聴解などの受信的な活動と共に、作文やスピーチなどの発信的な
かつどう さか おこな なか じょうえん きょうしがわ ふ たん おお

活動も盛んに行っています。その中にドラマの上演もあります。これは教師側にも負担が大き
つね おこな こん き がくせい つよ ようぼう

いので常に行っているわけではないのですが、今期は Eクラスの学生からの強い要望があり、
と く がくせいちゅうしん だいほんさくせい れんしゅう はっぴょう おこな しゅうりょうじ

取り組むことにしました。学生中心でドラマ台本作成、練習、発表を行い、コース終了時に
がくせい はつおん ひじょう けい き ひじょう よ

はほとんどの学生の発音が非常によくなり、またドラマを契機にクラスのまとまりが非常に良
せい か さん か がくせい かんそう しょうかい

くなるという成果がありました。参加学生の感想をご紹介しましょう。

に ほん ご げき りゅうがくせいばん じょうえん

日本語劇『さくら（留学生版）』を上演して
きょ ち ぎょう たいわん

ロウリ・エステル（インドネシア）、許 智堯（台湾）
こんがっ き そうごう に ほん ご じゅぎょう きゃくしょく えん

今学期、総合日本語コース Eクラスの授業でドラマを脚色して演じることにしました。そ
み わたしたち き も わ あ たんとう せんせいがた

れは Fクラスのドラマを見て私達もやりたいという気持ちが湧き上がり、担当の先生方にそ
ようぼう こた

の要望に応えていただいたのです。
いっけんたの かつどう じつ たいへん せんせい

一見楽しそうな活動は、しかし、実に大変でした。まず、どのようなドラマをするか。先生
がた れんぞく しょうせつ ていあん ぶ ぶん

方が NHKの連続テレビ小説『さくら』はどうかと提案してくれましたが、では、どの部分を
えら ないよう つた そうだん すえ しゅじんこう たいけん

選ぶか、どんな内容を伝えるのか。相談の末、主人公さくらが体験するカルチャーショックと
に ほん てきおう おも ぜんたい なが と く と く

日本への適応―――これを主なメッセージにしました。全体の流れに取り組めば取り組むほど
むずか つうかん ぶ たい えん たんとうしゃ きょ ちゅう

難しさを痛感しました。また、舞台でどう演じるのかも、担当者（ロウリ、許、スミタ）を中
しん おお じ かん つい はな あ づく か てい いろいろもんだい

心に多くの時間を費やし、話し合いました。ドラマ作りの過程でも、リハーサルでも色々問題
で ほんばん なに かぜ ちから わたしたち あた しん くらい

が出てきましたが、本番では何か風のような力が私達に与えられ、信じられない位スムーズに
えん で き ま お ざんねん みな おも

演じることが出来ました。むしろ、「あっという間に終わり、残念だ」と皆が思ってしまった

ほどです。
わたしたち けいけん いっしょうわす ひと とも なに

私達はこのドラマ経験を一生忘れることができないでしょう。人は、共に何かをすること
たが つな つよ で き こんかい とお みな す ば に

で互いの繋がりを強めることが出来ます。今回のドラマを通して、Eクラスは皆素晴らしい日
ほんごがくしゅうけいけん うえ こころ どりょく わ せいしん よろこ み し かん

本語学習経験ができた上に、心をあわせて努力することで、和の精神や喜びを身に沁みて感
さい ご きちょう き かい あた たす くだ せんせいがた かんしゃもう あ

じました。最後に、この貴重な機会を与えて、いろいろと助けて下さった先生方に感謝申し上
おも

げたいと思います。

そうごう に ほん ご たんとう みね まさ し なが の

総合日本語コース担当：峯 正志・長野 ゆり
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りゅうがくせいばん

『さくら（留学生版）』

じょうどう きゅうにんていしょう

杖道の級認定証をもらって

かいがいりゅうがく

海外留学フェア２００３

じょうどうえん ぶ

JAPAN TENT２００３における杖道演武

な た でら

那谷寺にて

ひゃくまんごくまつり

百万石祭にて
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三浦香苗

おお た あきら

太田 亨

おか ざわ たか お

岡澤孝雄 ビットマン ハイコ
や え ざわ み ち こ

八重澤美知子

さい き ま り こ

斉木麻利子

い が ら し とし みつ

五十嵐利光

留 学 生 課 長

事 務 補 佐 員

係 員

おか だ

岡田ほなみ

わた なべ かず お

渡邊和男

ほり た まさ ひで

堀田正秀
しら き かず なり

白木一成

よし だ かず み

吉田和美

係 員

さい とう ち え こ

西藤千恵子

係 員

しき なか まち こ

敷中待子

事 務 補 佐 員

あま の あい こ

天野愛子

留学生交流係長

専 門 職 員

留学生教育企画係長

なか にし まさ お

中西雅男

専 門 員


